
科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

⑤　社会科学　

科 目 番 号 １F‐１ 人間と文化(21世紀の哲学史)

大     学     名 長崎大学 菅原　潤

開　講　形　態 既存科目・前期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 3時限

単  　位　  数 2単位 平成24年4月6日（金）～平成24年8月3日（金）

12時50分　～　14時20分（90分）　「毎週金曜日」

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

開  講  場  所 教養教育講義棟

授  業  定  員

選  考  方  法 なし

西洋の哲学史を基礎として日本の思想および、現代では欠かすことの出来ないフェミニズムについて考察する。なお、 ２１世紀における哲学の役割を説明でき
ることを授業到達目標としている。

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

科目内容



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

教養教育講義棟（予定） 実   習   費   等

その他の特記事項

大     学     名 長崎大学 山下　龍

⑤社会科学

科 目 番 号 ２F‐２ オランダの文化

開　講　形　態 既存科目・後期 木曜日

教養 ・ 専門別 教養 6時限

単  　位　  数 2単位 平成24年10月4日（木）～平成25年2月7日（木）

授  業  定  員 単位互換学生については若干名 18時00分　～　19時30分（90分）　「毎週木曜日」

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

開  講  場  所 経済学部　（片淵キャンパス）

なし

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

ネイティブのオランダ人による、日本語での講義。オランダの歴史と文化についての基本的な知識を修得、北ヨーロッパの歴史と文化または、日蘭交流につい
て学ぶ。視聴覚資料（Powerpoint）を利用して、より分かりやすく、長崎と関係の深いオランダを紹介しオランダ文化への興味を喚起させる。

科目内容

選  考  方  法

科 目 番 号 ２F‐１ オランダの文化

大     学     名 長崎大学 山下　龍

開　講　形　態 既存科目・後期 水曜日

教養 ・ 専門別 教養 5時限

単  　位　  数 2単位 平成24年10月3日（水） ～ 平成25年2月6日（水）

授  業  定  員 単位互換学生については若干名 　　16時10分　～　17時40分（90分）　「毎週　水曜日」

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

開  講  場  所

選  考  方  法 なし

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

科目内容

ネイティブのオランダ人による、日本語での講義。オランダの歴史と文化についての基本的な知識を修得、北ヨーロッパの歴史と文化または、日蘭交流につい
て学ぶ。視聴覚資料（Powerpoint）を利用して、より分かりやすく、長崎と関係の深いオランダを紹介しオランダ文化への興味を喚起させる。



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

大     学     名 長崎大学 西久保　裕彦

⑤社　会　科　学

科 目 番 号 ２F‐３ 環境政策を考える

履  修  年  次 1年次以上

開　講　形　態 既存科目・後期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 2時限

単  　位　  数 2単位 平成24年10月5日（金）～平成25年2月8日（金）

授  業  定  員 単位互換学生については若干名 10時30分　～　12時00分（90分）　「毎週金曜日」

なし

長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

人類が直面する種々の環境問題の根本を理解し，様々な視点や立場からその解決策について探ることのできる素養および思考力を養うことを目的・教育目標
としたテーマ設定の中で、当該科目は地球環境問題などを解決し持続可能な社会を実現するための政策および法の現状を，国内および国際的視点から，事
例を交えて学び，問題点などを考える。また、様々な問題解決のアプローチについて、それぞれの立場で考えることにより，問題解決能力の素養を養う。

科目内容

詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

開  講  場  所 教養教育講義棟

選  考  方  法

連　　絡　　先



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

開  講  場  所 教養教育講義棟

現代社会の態様を経済と経営という二つの観点から総合的に考察し、社会科学的なものの見方を身に着けることを目的としている。私たちの豊かさは、限られ
た資源を有効に活用し生活水準を維持発展させることによって実現しており、その主力となるのが企業である。こうした世の中の仕組みを、その原理や制度、
歴史的変遷、国や地域間の比較、企業文化や社会的責任など幅広い観点から理解するといったテーマ設定の中で、当該科目は自由経済社会においても、政
府は重要な機能と役割を持っている。政府の行動が経済活動に与える影響に注目し、同時に我々の生活圏としての「公共空間」の意味を理解する。

選  考  方  法

科目内容

2単位 平成24年10月5日（金）～平成25年2月8日（金）

授  業  定  員 単位互換学生については若干名 8時50分　～　10時20分（90分）　「毎週金曜日」

なし

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

開　講　形　態 既存科目・後期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 1時限

単  　位　  数

大     学     名 長崎大学 深浦　厚之

⑤社　会　科　学

科 目 番 号 ２F‐４ 経済政策と公共部門



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

⑥　自然科学　

科 目 番 号 １G‐１ 生物の科学(植物の科学)

大     学     名 長崎大学 桑野　和可

開　講　形　態 既存科目・前期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 3時限

単  　位　  数 2単位 平成24年4月6日（金）～平成24年8月3日（金）

授  業  定  員 12時50分　～　14時20分（90分）　「毎週金曜日」

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

選  考  方  法 なし

植物の生命活動を支える基本的メカニズムを理解し、一見「静的」な植物が実はとても「動的」に活動していることが実感できるようになることを目的としている。
高校生物では扱わなかった光合成のしくみ、光応答反応のしくみを詳細に学習することで、単なる暗記ではなく、原理的な理解を目指し、光合成や光応答反応
の基本的な原理を説明できるようになることを授業到達の目標としている。キーワードは、光合成、細胞内共生、光発芽、光周性、屈光性、植物プランクトン。必
要に応じて、プリントを配布し、講義を進める。定期試験以外に数回のレポート提出を求める。

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

科目内容

開  講  場  所 教養教育講義棟



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

⑥　自然科学　

科 目 番 号 １G‐２ 生物の科学(分子と生命)

大     学     名 長崎大学 岡田　幸雄

開　講　形　態 既存科目・前期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 4時限

単  　位　  数 2単位 平成24年4月6日（金）～平成24年8月3日（金）

授  業  定  員 14時30分　～　16時00分（90分）　「毎週金曜日」

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

選  考  方  法 なし

生命現象を担う基本分子であるタンパク質や遺伝子の構造とその働きを理解しよう。これらの生体分子の活動の場である細胞の構造と機能を学ぼう。さらに，
これらが統合された形でどのように生命活動を営むかを理解しよう。本授業により生物学の基礎を理解することに加え，生命科学の今日的課題の意味につい
て理解することも本授業の狙いとしている。具体的には、生体高分子の構造と機能、酵素化学反応、細胞内及び細胞間の細胞の活動、神経系，感覚系及び運
動系の機能などについて学ぶ。

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

科目内容

開  講  場  所 教養教育講義棟



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

⑥　自然科学　

科 目 番 号 １G‐３ 物理科学(熱力学と生体成分の構造)

大     学     名 長崎大学 椛島　力

開　講　形　態 既存科目・前期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 4時限

単  　位　  数 2単位 平成24年4月6日（金）～平成24年8月3日（金）

授  業  定  員 14時30分　～　16時00分（90分）　「毎週金曜日」

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

選  考  方  法 なし

自然科学の分野において、物理学の果たしてきた役割は大きい。この講義の前半では、物質の性質や状態変化などを数量的に取り扱う熱力学について、後半
では、生体成分(DNAやタンパク質)を中心に、 その物性や機能解析において、物理学がどのように利用されているかを原理・応用両面から理解することを目的
とする。
また、授業到達目標として、物理の数量的な扱い方を学習し、物質の性質や状態変化をエネルギーとしてとらえる考え方を理解でき、また、生体成分の解析方
法や、その結果から導かれる意義について説明できるようにする。

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

科目内容

開  講  場  所 教養教育講義棟



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

⑥自　然　科　学

科 目 番 号 ２G‐１ 海の生物と多様性

大     学     名 長崎大学 山口　敦子

開　講　形　態 既存科目・後期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 2時限

単  　位　  数 2単位 平成24年10月5日（金）～平成25年2月8日（金）

授  業  定  員 単位互換学生については若干名 10時30分　～　12時00分（90分）　「毎週金曜日」

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

選  考  方  法 なし

海洋生物資源の適正利用を成り立たせるためには、人類社会と資源との共存、人類社会の営みの影響を受ける海洋の環境や生態系の保全あるいは修復な
ど、様々な現代的課題を考えることが必要である。そこで、目的として、（１）多くの学問領域の知見を通して漁業という人類社会が海洋生物資源を利用すること
を考えること、(２)人類社会が海洋生物資源と共存するために必要な幅広い知見のありかた、の２点であり、教育目標は、人類社会の営みと海洋生物資源が共
存できるためには何をするべきなのかを考えることができるようになる、ことである。こういったテーマ設定の中、当該科目は海洋生物 (遺伝子資源も含む)の個
体，個体群，群集，生態系の視点からみた多様性について幅広い視点から講義し，モジュールⅡ科目「海洋の生物と科学」や「生物から見た水産業」を理解す
るために必要な海洋生物科学に関する基礎知識を習得する。

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

科目内容

開  講  場  所 教養教育講義棟



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

大     学     名 長崎大学 末吉　豊

 ⑥自　然　科　学

科 目 番 号 ２G‐２ 数学の考え方

開　講　形　態 既存科目・後期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 2時限

単  　位　  数 2単位 平成24年10月5日（金）～平成25年2月8日（金）

授  業  定  員 単位互換学生については若干名 10時30分　～　12時00分（90分）　「毎週金曜日」

選  考  方  法 なし

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

開  講  場  所 教養教育講義棟

高校（理科系）において修得しておくべき数理科学と自然科学の内容を大学生の視点から多面的に意味づけ、再整理した上で、科学的な思考法と方法論の基
礎を学び、身の回りの社会や先端科学技術と数理・自然科学との関わりを理解することを目的および教育目標としたテーマ設定の中で、当該科目は数学用語
と日常用語の違い、数学におけるものの捉え方、表現法、コミュニケーションの仕方、抽象化と論理など数学的な考え方および問題解決法を理解する。
今年度は、遠山啓（とおやま・ひらく）著「数学入門（上・下）」（岩波新書 青版）をテキストとして、数学の考え方や問題解決法を学ぶ。かなり古い本であるが、数
学の考え方がしっかりと書かれているので、現代にも十分通用すると思う。よく読んで内容をかみしめてほしい。授業では、この本の中から話題を選んで説明
し、演習問題を課す。授業でテキストのすべてについて解説する余裕はないが、試験範囲はテキスト全体とするので、何度か通読して内容を理解しておくこと。

科目内容



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

開  講  場  所 教養教育講義棟

大学初年級までの化学を高校で履修する内容と総合しながら、化学の基礎概念を高校レベルから大学基礎課程まで連続して学ぶ。現代社会で重要性を増し
ている、資源、エネルギー、生活空間物質、地球環境、バイオテクノロジーなどの分野で見られる物質への化学的素養を身につける。   そのため、講義形式で
行うが、口頭による質疑応答をできる限り取り入れ、重要な事項についての理解を深めるための補助とするとともに理解の到達度を確認する。なお、授業到達
目標として、現代社会で重要性を増している、資源、エネルギー、生活空間物質、地球環境、バイオテクノロジーなどの分野で見られる物質への化学的素養を
身につけ、原子のレベルからそれらの事象を理解することができるようになる。

選  考  方  法

科目内容

2単位 平成24年4月6日（金）～平成24年8月3日（金）

授  業  定  員 12時50分　～　14時20分（90分）　「毎週金曜日」

なし

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

開　講　形　態 既存科目・前期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 3時限

単  　位　  数

大     学     名 長崎大学 郷田　秀一郎

⑦　医学・薬学

科 目 番 号 １H‐１ 化学の基礎(原子と分子)



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

開  講  場  所 教養教育講義棟

美の探究と健康維持について知識を深め、多様化する医療について理解するといったテーマ設定の中で、当該科目は歯の進化、脊椎動物の進化、人類の進
化、および人類学の研究法等についての知識を深める。

選  考  方  法

科目内容

2単位 平成24年10月5日（金）～平成25年2月8日（金）

授  業  定  員 単位互換学生については若干名 10時30分　～　12時00分（90分）　「毎週金曜日」

なし

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

開　講　形　態 既存科目・後期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 2時限

単  　位　  数

大     学     名 長崎大学 真鍋　義孝

⑦医　学・薬　学

科 目 番 号 １H‐１ 歯の進化と人類学



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

⑦　医学・薬学

科 目 番 号 １H‐２ 人間の科学(性と生)

大     学     名 長崎大学 宮原　春美

開　講　形　態 既存科目・前期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 3時限

単  　位　  数 2単位 平成24年4月6日（金）～平成24年8月3日（金）

授  業  定  員 12時50分　～　14時20分（90分）　「毎週金曜日」

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

選  考  方  法 なし

本講座は「人間の性とは何か」についてアプローチする。近年，人々の性行動や規範は解放されてきたが，人々の生涯を豊かにする「人間関係として性」の学
習は保障されていない。この学習の不在に加えて，インターネットを頂点とするあふれるメディア情報に翻奔されているのが現代社会の姿ではなかろうか。人間
の性は本能ではなく学習により獲得されることが一つの特徴である。「性」をテーマとして，自己と他者への思考を深め，性情報の取捨選択能力を培う。それら
を通し，今後における個々人の豊かなセクシュアリティ確立と個性的なモラル形成を図る。なお,教室の収容定員を超える場合は受講制限を行う。

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

科目内容

開  講  場  所 教養教育講義棟



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

皮膚は外界に接する臓器であり、種々の刺激を受ける可能性の高い臓器である。また内部の変化を反映する臓器でもあり、その反応はしばしば皮疹として目
で確認する事ができる。担当教官は全員皮膚科専門医であり、無侵襲で確認できる皮膚の変化を講義にて皮膚科専門医が説明し、皮膚の生理、機能を理解
してもらう。そのため、皮膚科専門医がパワーポイントを使い、実際のケースにおける皮疹を提示説明する。質疑応答の結果をふまえて報告レポートを提出して
もらい、理解力・問題探求能力・問題解決能力について評価する。なお、到達目標としては、知的活動への動機付けを高め、科学的な思考方法と学習能力を育
てる。学生と教員相互のコミュニケーションを図り、ものの見方考え方の多様性を涵養する。

選  考  方  法 なし

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

科目内容

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

開  講  場  所 教養教育講義棟

単  　位　  数 2単位 平成24年4月6日（金）～平成24年8月3日（金）

授  業  定  員 12時50分　～　14時20分（90分）　「毎週金曜日」

開　講　形　態 既存科目・前期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 3時限

大     学     名 長崎大学 清水　和宏

⑦　医学・薬学

科 目 番 号 １H‐３ 生体の機能(皮膚とその病気)



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

⑦医　学・薬　学

科 目 番 号 ２H‐１ 性と生

大     学     名 長崎大学 宮原　春美

開　講　形　態 既存科目・後期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 1時限

単  　位　  数 2単位 平成24年10月5日（金）～平成25年2月8日（金）

授  業  定  員 単位互換学生については若干名 8時50分　～　10時20分（90分）　「毎週金曜日」

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

選  考  方  法 なし

本講座は「人間の性とは何か」についてアプローチする。
近年、人々の性行動や規範は解放されてきたが、人々の生涯を豊かにする「人間関係としての性」の学習は保障されていない。この学習の不在に加えて、イン
ターネットを頂点とするあふれるメディア情報に翻弄されているのが現代社会の姿ではなかろうか。
人間の性は本能ではなく学習により獲得されることが一つの特徴である。「性」をテーマとして、自己と他者への思考を深め、性情報の取捨選択能力を培う。そ
れらを通し、今後における個々人の豊かなセクシュアリティ確立とモラル形成を図る。

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

科目内容

開  講  場  所 教養教育講義棟



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

開  講  場  所 教育学部音楽棟2階　1番教室

選  考  方  法 なし（但し受講希望者多数の場合抽選になることがあります）

本科目は、ドイツと日本の歌曲を取り上げ、詩と音楽、音楽描写等により、音楽と人、芸術と人との関わりを知り、詩と音楽、詩人と作曲家への理解を深めるこ
とを目的とする。   そのため、配布資料を基に授業内容の解説を行い、同時に詩や音楽の視聴を行い、それらの理解を深めるように展開する。なお、到達目標
として、詩と音楽、詩人と作曲家への理解等、授業内容を理解し、授業内容に対する自身の考えを持ち、自身の考えを述べることができる。又は授業内容に対
する疑問を述べることができることとする。

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

科目内容

単  　位　  数 2単位 平成24年4月6日（金）～平成24年8月3日（金）

授  業  定  員 36人（うち単位互換2人） 12時50分　～　14時20分（90分）　「毎週金曜日」

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

開　講　形　態 既存科目・前期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 3時限

⑪　芸術

科 目 番 号 １L‐１ 言語と芸術(詩と音楽の出会い～歌曲研究)

大     学     名 長崎大学 宮下　茂



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

初級レベルのオランダ語入門講義。ネイティブのオランダ人による、日本語での指導。この講座のために作成した資料を使用し、聴解・読解・文法を学ぶ。授業
には視聴覚資料も使用し、より分かりやすく、より楽しくオランダ語を学習することでオランダ文化への興味を喚起させる。
オランダ語はドイツ語と英語と同じ言語グループの言葉であり、ドイツ語や英語を学んだ経験がある人には受講を勧めたい。

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

科目内容

開  講  場  所 教養教育講義棟

選  考  方  法 なし

単  　位　  数 2単位 平成24年4月11日（水）～平成24年8月1日（水）

授  業  定  員 若干名 16時10分　～　17時40分（90分）　「毎週水曜日」

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

開　講　形　態 既存科目・前期 水曜日

教養 ・ 専門別 教養 5時限

⑭　言　語

科 目 番 号 １O‐１ オランダの言語

大     学     名 長崎大学 山下　龍



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項選  考  方  法 なし

長崎大学文教地区キャンパスは三菱兵器製作所大橋工場の跡地であり、ここでは学徒動員令や女子挺身勤労令などによって動員された若き男女が航空機用
魚雷の生産に従事中、原爆によって、その多くが爆死しました。敗戦後、日本は「人間相互の関係を支配する崇高な理想を自覚し、国家再建の基礎を人類普
遍の原理に求めて戦争を放棄し、平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して安全と生存を保持しよう」と決意しました。本講座はその決意を受け継ぎ、平和
を愛し探求心に富む学生諸君の思索と生活の原点に資すべく基礎的資料と基本的な分析論理を提供しようとするものです。

科目内容

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

開  講  場  所 教養教育講義棟

単  　位　  数 2単位 平成24年4月5日（木）～平成24年8月2日（木）

授  業  定  員 12時50分　～　14時20分（90分）　「毎週木曜日」

１Q‐３ 平和講座

教養 ・ 専門別 教養 3時限

開　講　形　態 既存科目・前期 木曜日

大     学     名 長崎大学 戸田　清

長崎大学文教地区キャンパスは三菱兵器製作所大橋工場の跡地であり、ここでは学徒動員令や女子挺身勤労令などによって動員された若き男女が航空機用
魚雷の生産に従事中、原爆によって、その多くが爆死しました。敗戦後、日本は「人間相互の関係を支配する崇高な理想を自覚し、国家再建の基礎を人類普
遍の原理に求めて戦争を放棄し、平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して安全と生存を保持しよう」と決意しました。本講座はその決意を受け継ぎ、平和
を愛し探求心に富む学生諸君の思索と生活の原点に資すべく基礎的資料と基本的な分析論理を提供しようとするものです。

科目内容

科 目 番 号

なし

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

選  考  方  法

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

開  講  場  所 教養教育講義棟

単  　位　  数 2単位 平成24年4月10日（火）～平成24年8月7日（火）

授  業  定  員 12時50分　～　14時20分（90分）　「毎週火曜日」

開　講　形　態 既存科目・前期 火曜日

教養 ・ 専門別 教養 3時限

大     学     名 長崎大学 戸田　清

⑯　その他

科 目 番 号 １Q‐２ 平和講座



科　目　名

担  当  教  員

曜           日

時           限

開  講  期  間

開  講  時  間

試験・評価方法

実   習   費   等

その他の特記事項

開  講  場  所 全学教育講義棟（予定）

　常に、人間は思索し、行動している。これが人間を作り、文化を創ってきた。また行動の前には何らかの形で考えを表現し、周囲に伝えようとしてきた。このコ
ミュニケーションによって、人間が磨かれ、文化が深化してきたのである。また、コミュニケーションにとってことばは欠かせない。このことばと思索を取り上げ、思
索の意義やことばの大切さを考える。具体的には、それぞれの文化に特有のことばに焦点を当て、歴史的な視点も含めて、それぞれのことばを理解し、活用法
を身につける。そして、様々な思索やことばで成り立つ文化を理解し、コミュニケーション能力を向上させるとともに、文化を発展させる素養を獲得するとした
テーマ設定の中で、当該科目においては、テレビや新聞が社会にどのような影響を与えてきたか、また、制作に関わる方針等を理解する。その上で、マスメディ
アが政治、経済、社会、文化等をどのようなことばで伝えているかを調べ、各人が印象に残ったことばを報告する。そして、ことばの使われ方を理解する。(演習
中心)

選  考  方  法

科目内容

2単位 平成24年10月5日（金）～平成25年2月8日（金）

授  業  定  員 単位互換学生については若干名 10時30分　～　12時00分（90分）　「毎週金曜日」

なし

連　　絡　　先 長崎大学　学生支援部　教育支援課　教養教育事務室 (TEL:095-819-2078)

履  修  年  次 1年次以上 詳細な内容についてはシラバス参照のこと。

開　講　形　態 既存科目・後期 金曜日

教養 ・ 専門別 教養 2時限

単  　位　  数

大     学     名 長崎大学 橋本　健夫

⑯その他

科 目 番 号 ２Q‐１ マスメディアと表現




